
《
石
川
県
白
山
市
》

地
産
地
消
推
進
計
画
に
つ

い
て
　

白
山
の
「
恵
み
」
を
、
地

域
で
育
み
（
生
産
）・
つ
な

ぎ
（
流
通
）・
美
味
し
く
い

た
だ
く
（
消
費
）
を
テ
ー
マ

と
し
、
平
成
二
十
二
年
に
計

画
を
策
定
、
こ
と
し
三
月
に

は
地
産
地
消
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推

進
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
を
加
え
、

第
二
次
計
画
を
策
定
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、

情
報
発
信
の
強
化
、
食
育
活

動
の
推
進
、
学
校
給
食
へ
の

地
元
食
材
導
入
推
進
、
地
元

農
林
水
産
物
消
費
拡
大
の
推

進
等
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で

も
学
校
給
食
で
は
、
月
単
位

で
テ
ー
マ
を
設
け
て
地
元
産

を
積
極
的
に
使
用
で
き
る
工

夫
を
し
た
り
、
農
協
と
連
携

し
、
地
元
産
一
等
米
の
導
入

な
ど
興
味
深
い
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
物
ブ
ラ

ン
ド
認
証
品
を
八
品
目
か
ら

十
五
品
目
に
す
る
こ
と
を
目

指
す
中
、
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

を
商
標
化
し
販
売
し
て
い
ま

す
が
、
価
格
向
上
に
結
び
つ

い
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

当
市
で
も
市
民
へ
の
情
報

発
信
を
さ
ら
に
強
化
し
意
識

を
高
め
る
、
そ
の
積
み
重
ね

が
農
畜
産
業
発
展
に
繋
が
る

の
で
は
と
い
う
印
象
を
受
け

ま
し
た
。

　《
兵
庫
県
高
砂
市
》

高
砂
市
商
業
活
性
化
基
本

計
画
に
つ
い
て

　

近
年
の
消
費
の
多
様
化
、

経
営
者
の
高
齢
化
及
び
後
継

者
不
足
に
よ
り
、
商
店
街
の

空
き
店
舗
が
増
加
し
た
こ
と

の
対
策
と
し
て
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め

に
策
定
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

計
画
策
定
に
よ
る
主
な
取

り
組
み
と
し
て
は
、
地
域
が

一
体
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ

ン
ク
制
度
の
構
築
、
情
報
誌

の
作
成
・
配
布
等
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
、

イ
オ
ン
ご
当
地
ワ
オ
ン
カ
ー

ド
発
行
の
検
討
、
創
業
支
援

事
業
計
画
に
基
づ
い
た
創
業

塾
の
開
催
等
を
予
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
活
性
化
す
る
特
効
薬
は

な
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、

色
々
試
し
て
み
る
こ
と
は
必

須
で
あ
り
、
か
つ
当
事
者
の

創
意
工
夫
の
あ
る
発
想
と
意

欲
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
説

明
で
し
た
。

《
京
都
府
綾
部
市
》

綾
部
市
立
病
院
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

　

当
病
院
は
綾
部
市
が
開
設

し
公
益
財
団
法
人
綾
部
市
医

療
公
社
が
指
定
管
理
を
受
け

て
い
ま
す
。
医
療
公
社
は
市

が
百
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
し
、

市
長
が
公
社
理
事
長
を
務
め

て
い
ま
す
。
医
療
公
社
の
職

員
は
非
公
務
員
で
す
が
給
与

は
国
家
公
務
員
に
準
拠
し
て

い
ま
す
。
病
院
事
業
会
計
は

市
の
保
健
推
進
課
が
所
管
し

施
設
整
備
、
資
産
管
理
等
を

行
い
、
医
療
公
社
は
病
院
の

管
理
、
診
療
業
務
等
を
行
い
、

双
方
が
協
力
、
連
携
し
運
営

し
て
い
ま
す
。
開
院
三
年
目

の
平
成
四
年
度
か
ら
平
成
二

十
五
年
度
ま
で
の
二
十
二
年

間
に
わ
た
り
黒
字
経
営
で
、

自
治
体
立
優
良
病
院
と
し
て

二
度
の
表
彰
、
平
成
十
五
年

度
に
は
総
務
大
臣
表
彰
を
受

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
平
成

二
十
六
年
度
は
消
費
税
率
の

引
上
げ
や
診
療
報
酬
改
定
の

余
波
を
受
け
約
二
千
九
百
万

円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
実
績

は
、
病
床
利
用
率
約
八
十

二
％
、
手
術
件
数
千
六
百
四

十
五
件
、
開
院
以
来
継
続
し

て
い
る
土
曜
診
療
な
ど
で
す
。

ま
た
、
院
内
保
育
所
設
置
や

短
時
間
勤
務
職
員
制
度
を
採

用
す
る
な
ど
、
看
護
部
を
主

体
に
早
く
か
ら
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

医
療
公
社
で
職
員
を
採
用

す
る
こ
と
で
異
動
が
な
く
、

専
門
性
に
長
け
円
滑
か
つ
効

率
的
な
医
療
事
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
広
報

紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
新
し

い
ス
タ
ッ
フ
の
声
で
は
、
綾

部
市
を
愛
す
る
声
が
多
く
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
人

材
確
保
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

病
院
長
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ

か
ら
病
院
に
対
す
る
誇
り
が

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
、
健

全
な
経
営
を
支
え
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

《
福
井
県
越
前
市
》

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

越
前
市
は
福
井
県
の
中
央

に
位
置
し
、
夏
は
高
温
多
湿
、

冬
は
多
雪
の
気
候
で
、
戦
災

が
な
く
古
い
建
物
が
多
い
こ

と
か
ら
条
例
の
制
定
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
で
す
。
平
成
二

十
三
年
度
頃
か
ら
空
き
家
に

関
す
る
相
談
が
ふ
え
、
平
成

二
十
五
年
四
月
か
ら
制
定
準

備
、
同
年
九
月
制
定
、
平
成

二
十
六
年
四
月
に
施
行
し
、

同
時
に
解
体
費
用
の
助
成
も

始
め
て
い
ま
す
。

　

実
態
調
査
の
結
果
千
四
百

三
十
一
件
が
空
き
家
に
該
当

し
、
一
件
ご
と
に
カ
ル
テ
を

作
成
、
そ
の
内
危
険
度
の
高

い
二
十
四
件
の
所
有
者
に
対

し
適
正
管
理
の
依
頼
と
当
該

空
き
家
の
今
後
の
方
針
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
自
主
的
解
体
四
件
、
補
助

事
業
利
用
解
体
が
一
件
と
文

書
指
導
だ
け
で
も
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

石川県白山市にて

綾部市立病院長と

　

平
成
二
十
七
年
七
月
に
実
施
し
た
各
常
任
委
員
会
の
調
査
視
察
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
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